
■法人ごっこ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 086 号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス： 法人ごっこ 

 

笑恵館の近くにある日大商学部の学生が、近ごろ頻繁に遊びに来てくれるようになりました。彼らはまだ 2 年生

ですが、商学部ということで、ビジネスには興味津々で、僕の話をいつも目を輝かせて聞いてくれます。そこで

昨日、中心人物の H 君に「みんなで一緒に法人ごっこをやろう」と提案しました。「法人ごっこ」とは、法人化

を想定しつつ、法人を作らずにビジネスをすること。ビジネスとは会社や団体などの法人を作ることではありま

せんが、ビジネスを永続可能な仕組みにするためには、その主体者が「法人（不死身）」になることは重要です。

僕がやりたいのは、ビジネスをお試しにやる「ビジネスごっこ」でなく、ビジネスにマジチャレンジする「法人

ごっこ」ではないかと気づきました。起業に挑むあなたにお勧めするため、今日は詳しくお話ししたいと思いま

す。 

 

まずビジネスは営利型と非営利型の 2 種類に分類できます。「営利」とはビジネスが「剰余金(余り)」を生み出す

ことで、そのビジネスの所有者が儲かる仕組みです。だから、「営利型ビジネス」は所有し続けるのか将来売却す

るのかで、ビジョンの描き方が変わってきます。所有し続けるのであれば、財産としての承継ができるようにし

なければならないし、売却するのであれば企業価値を高めるシナリオが必要です。一方、非営利型のビジネスは

「剰余金」を生み出さず、翌年度の事業に繰り越して再投資します。事業の所有権は究極的には公共に帰属する

ため、将来解散する際の残余財産も配分せず他の公益事業に寄付をします。事業の持続・発展を実現させながら、

受益者を増やし、従事者の雇用を創出します。世界のビジネスは今、営利型中心から非営利型へとゆっくりシフ

http://nanoni.co.jp/category/p9/


トしているように思います。 

 

「法人ごっこ」では、営利型、非営利型のどちらでも体験できます。営利型であれば、個人のビジネスに会社の

ような屋号をつけることで、「個人所有の営利ビジネス」を行う個人事業者になり、非営利型であれば任意団体

(法人でない NPO)を設立し、実態として非営利型法人と同様の事業運営を行います。いずれの場合も法人ではな

いので、法人税は発生せず税務申告は必要ありませんが、もちろん正規の経理処理を行い、報酬などの所得税を

個人レベルで納税することが前提です。事業収支と個人の確定申告処理を行うことで、税務・会計の全体像を理

解することができるでしょう。また、営利事業と非営利事業の入れ替えや同時進行も自由にできるので、自分の

事業が営利型なのか非営利型なのかを、実際にやりながら判断することもできます。 

 

このように、初めから形式を決めつけず、自分のビジネスにふさわしいやり方を模索することがとても大切です。

社会の、そして会社の在り方が大きく変化する時代だからこそ、なおさらだと僕は思います。そもそも、「営利・

非営利」のいずれかを選択すること自体すでに古い発想法であり、これからは、必要に応じて「営利・非営利」

を使い分けるべきだと僕は思います。利潤が少なくても永続型のビジネスは、それを持続させる仕組みづくりが

大切だし、利潤が大きいが長続きしそうにないビジネスは、むしろそれを必要とする企業や団体に売却した方が

さらに生かしてもらえるのかもしれません。 

 

またこれからは、大きな組織や会社に依存することの安心感自体が揺らいできます。老後の社会保障もあてにな

らないし、預金の価値も怪しいし、つまり、我々にとって本当の安定とは、「年をとっても収入を生み続ける生き

方」ではないでしょうか。少なくとも、1 つの方法で絶対安心と考えず、様々な手立てを複数並行して確保する

ことが必要なのではないかと僕は思います。例えば、大企業で働く人も、自分の趣味や興味を活かした活動を少

しずつ事業化して個人のビジネスを育てるとか、都会で暮らす人が少しずつ都会への依存度を減らし田舎の生活

にシフトするとか、一人で仕事をしている人が少しずつ仲間と仕事を分け合うようになっていくとか。新たなチ

ャレンジは、リスク分散と可能性模索の両立をもたらしてくれるはずです。 

 

「法人ごっこ」に必要なことは、「規約づくり」と「財務の確立」です。「規約」とは、事業の「屋号(名前)」と

「目的」と「方法」に関するオリジナル部分と、組織や機構に関する形式部分から成り立ちますが、後半の形式

については後でゆっくり考えればいいでしょう。まずは、あなたのやりたいことをリストアップし、それを「事

業目的」と「事業内容」に分類します。ビジネスの出発点とは「何をやりたいのか」を文章にすることです。（こ

の部分を学ぶのが「まつむら塾」なので、興味があれば問い合わせてください。）そして、やりたいことに関係す

るお金の動きをすべて書き出すこと･･･それが「財務の確立」の第一歩となります。初めは出ていくお金ばかり

で大赤字かも知れませんが、あなたの現状をお金で説明してください。 

 

余談ですが、僕はしばしば女性に「女優やモデル」として起業を勧めます。それは、多くの女性がファッション

や美容にお金をかけているからです。どうせそんなにお金をかけるのなら、その投資を活かすビジネスをやれば

いい。そんな女性が「モデル」を目指すなら、衣服代もエステ代もすべて経費で処理できます。あとは、モデル

の求人に応募したり、自ら売り込みに行けばいい。それがモデルというビジネスで、その結果仕事がたくさんで

きて儲かるか、なかなか仕事に出会えず儲からないかは、次の話です。もしも美味しいレストランに通いブログ

を書くのが趣味ならば、料理評論家として起業すべきだと僕は思います。そうすれば、飲食費などはすべて取材

費となり、ブログを書くのが仕事となる訳です。あなたのお金の使い道を、無駄遣いと考えるか先行投資と考え

るか、それが分かれ道です。ひょっとしてあなたはすでに、起業しているのかもしれませんよ。 

 



そんなわけで、「あなたが何をしたいのか」と、「あなたがお金をどう使っているのか」から、あなたのビジネス

を組み立てていくのが、松村流の「法人ごっこ」です。あなたが自分で決めている趣味と仕事の境目や、友達と

顧客の分類が、僕の目からどう見えるのかを是非ともお話ししたいと思います。「ワークライフバランス」という

言葉は、しょせん企業で雇用されている人の話であって、自分独自の事業と人生を自分自身で作る人にとっては、

「ワーク＝ライフ」です。「雇われない生き方」というよりは、「自分で自分を雇う生き方」を目指すあなたに、

是非ともこの方法を伝授したいと思います。 

 

そしてもう一つ大事なことは、すでに経営している企業や団体でも、同じことがいえるということです。定款や

規約に掲げたことや、会社案内やパンフレットに記載していることと、実際にやっていることは、本当に同じも

のを目指しているのでしょうか。営利企業のくせに全然儲からなかったり、非営利団体のくせに利益を求めたり、

していませんか。もしもせっかく社会に貢献しているのに売り上げや利益につながらないのなら、むしろその貢

献をきちんとアピールし、非営利の収益を地域社会に求めるべきですし、本当は儲かりそうなのに非営利事業に

縛られているならば、収益事業部分を分離して、きちんと営利を追求すべきかもしれません。つまり、「法人ごっ

こ」とは、既存の法人が自らの在り方を見直す手段でもあると僕は思います。 

 

ビジネスの初心者でも、ベテランでも、あなたからのご意見やご質問をお待ちしています。 

 

http://nanoni.co.jp/20161214-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. お知らせ 

 

■フリーパートナー 新規募集 

フリーパートナーとは、松村拓也があなたのチャレンジにお付き合いするプロジェクト。 

内容にかかわらず、とにかくスタートしたい方のために月額 1 万円で契約します。 

特段期限はありませんが、年末を迎え、数名のフリーパートナーが卒業いたします。 

そこで、来年度の新メンバーを募集いたします。 

初回相談は無料ですので、奮ってご相談ください。 

詳細はこちら http://nanoni.co.jp/progrum/p02/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾 

 

■開催予定 講義＋演習 

今年の日程は終了しました。来年度準備中。 

・会場募集 

まつむら塾を開催させてくださる会場を募集しています。会場提供者は、受講料免除といたします。 

 

■自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

まつむら塾の講義内容を、自由に閲覧できるサイトです。 



今週のリリース･･･A12．理系と文系 6. 時間と答え(when) 

http://nanoni.co.jp/juku/a12_6/ 

 

■オンラインまつむら塾：まつむら塾の演習をオンラインで体験できます。 

・事業目的の作り方(公開中) 

 https://synapse.am/contents/monthly/m-juku01 

現在：RAM 会員 3 名、ROM 会員 0 名 (定員 30 名) 

・倒産覚悟の経営のススメ(公開準備中) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来てくださればあなたの面談を優先します。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先し、訪問します。 

●同行可能：よろしければ、僕の訪問先にお連れします。 

★参加可能：僕の参加予定イベントで、あなたも参加可能なもの 

 

■今週の予定 

（月）12/19 ○作業日 午後から面談可能 

（火）12/20 ○午後から笑恵館で面談可能 

16-18 時 笑恵館に学ぼう 

http://land-resource.org/info/shokeikansemi_info 

18-20 時 笑恵館持ち寄り食事会 

https://www.facebook.com/events/1821102731511810/ 

（水）12/21 ○作業日 終日笑恵館で面談可能 

（木）12/22 上海 

（金）12/23 上海 

（土）12/24 上海 

（日）12/25 上海 

（月）12/26 ●出張：川越 

（火）12/27 ○午後から笑恵館で面談可能 

   笑恵館クラブ大掃除＋運営会議＋忘年会 

 

■その後のイベント 

12/28～1/5 笑恵館休業日 

 

今週の後半は、日曜まで上海に出かけますので、念のため年末の予定も加えました。 

年末年始は自宅界隈におりますので、相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

